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三面川水系の奥三面ダム上流におけるイワナの在来個体群の確認

［要約］イワナ資源の持続的な利用には、遺伝的多様性を維持しつつ、在来個体群を保全

する必要がある。ミトコンドリアDNA（mtDNA）分析により、三面川水系の奥三面ダム湖上流

には、地域固有の遺伝的特徴を持ったイワナの在来個体群が存在することが明らかになった。
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［背景・ねらい］

イワナの遺伝的多様性を維持しつつ、資源を持続的に利用するには、在来個体群の保全

が必要となっている。在来個体群の推定は、これまで過去の移植放流の実施状況調査だけ

で行われてきた。近年、mtDNAチトクロームｂ領域の塩基配列分析を用いた推定が行われ

るようになり、この手法を用いて新潟県にイワナの在来個体群が存在するか否かを推定し

た。

［成果の内容・特徴］

１ 移植放流がほとんど行われていないと推定される７地点（図１）のイワナを調査した

結果、日本の他の地域のイワナからこれまで観察されていないmtDNAチトクロームｂ領

域のハプロタイプ（Hap-38, Hap-39）が奥三面ダム湖上流のイワナから見つかった（表

１，表２）。

２ 日本各地のイワナで観察されたハプロタイプとの比較から、奥三面ダム湖上流のイワ

ナから初めて観察された２つのハプロタイプは、長期間、他の地域のイワナと交流が断

たれることによって生まれたと考えられるグループに属した（図２）。

３ 奥三面ダム湖上流では、イワナの放流が極めてわずかにしか行われていないことから、

地域固有の遺伝的特徴を持った在来個体群であることが明らかになった。

［成果の活用面・留意点］

１ 在来個体群を保全するためには、在来個体群の生息地への移植放流は避けなければな

らない。

２ 塩基配列分析は、冷凍もしくは100％エタノールで保存された体の一部分のみで行え

るが、専門の研究機器が必要となる。

３ 日本全体のイワナのデータが整理されているので、mtDNA分析による在来個体群の推

定には、これを用いて行わなければならない。



［具体的データ］

表１ ミトコンドリアDNAチトクロームb

領域の塩基配列変異

図１ 塩基配列分析を行ったイワナ集団の位置

表２ イワナ集団におけるミトコンドリアDNAチトクロームb領域のハプロタイプ頻度

図２ 日本に生息するイワナのハプロタイプ間における遺伝的類縁関係
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Hap-1 G A C T G A T G C G C G
Hap-3 . G . . . . C . T A . .
Hap-5 A G . . . . C . T A . .
Hap-7 . G . . . T C . T A . .
Hap-10 . G . . . T C . T A . A
Hap-22 . G . C . . C . T A . .
Hap-38 . G A . A . C A T A . .
Hap-39 . G A . A . C A T A Ｔ .

太字：　本研究で新たに観察されたハプロタイプ

塩基番号

注：　ハプロタイプ番号の表記は、Yamamoto et al.(2004)
　　に従った

　　　塩基番号は、DDBJ、EMBL GeneBankから得られる
　　Hap-1（アクセッション番号：AB111031）に準じた

個体数 Hap-1 Hap-3 Hap-5 Hap-7 Hap-10Hap-22Hap-38Hap-39
三面川水系

MU1 20 0.050 0.400 0.350 0.200
MU2 15 0.133 0.333 0.067 0.133 0.333
MU3 5 0.800 0.200

大川水系
O1 13 0.308 0.231 0.462

信濃川水系
S1 14 0.071 0.929
S2 14 0.643 0.071 0.286
S5 17 0.059 0.647 0.235 0.059

集団名
ハプロタイプ


